
※それぞれ所属する地域センターを示していますが、
地域を超えて支援する場合があります。

末廣 紀子

篠田 梨央 真島健太一見俊介
（ファンドレイジング
マネージャー）

中森 研
( 地域支援課長)
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「伊賀市を生活上の課題をもつ人が
日本一少ない町にする」をめざして
地域づくりを応援します！！

藤森 由香里 中西 正 敏 山本 哲士宇佐美 理絵

吉田 文江
(スタッフリーダー)

市川しのぶ



共
助
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
の
、
防
災
備
品
を
整
備

　
中
瀬
地
域
自
治
協
の

事
務
局
長
に
就
任
し
て

５
年
目
と
な
る
葛
原
一

彦
さ
ん
は
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
で
把
握
し
た
課
題
や

視
察
で
学
ん
だ
こ
と
な

ど
は
、
す
ぐ
に
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
。
地
域

に
は
様
々
な
『
役
』
が
あ
り
、
就
労
し
て
い
る

人
が
多
い
中
で
負
担
も
多
い
現
状
も
あ
り
ま

す
。
地
域
に
は
、
特
技
の
あ
る
人
や
医
療
や
福

祉
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
や

企
業
な
ど
、
多
様
な
人
や
資
源
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
地
域
活
動
に
防
災
の
視
点
を
取
り
入

れ
、
様
々
な
人
が
関
わ
れ
る
接
点
を
つ
く
り
な

が
ら
、
地
域
全
体
で
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
け
れ
ば
。」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
中
瀬
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

踏
襲
す
る
だ
け
で
な
く
、
今
の
暮
ら
し
や
将
来

の
不
安
を
知
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
真
摯
に
受
け
と
め
る

こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
４
年
間

で
防
災
の
取
り
組
み
が
大
き
く
進
み
ま
し
た
。

今
後
は
若
い
人
た
ち
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
活
か
さ

れ
る
楽
し
い
取
り
組
み

に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
Ｒ
４
年
度 

担
当
地
域

福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー   

中
西
正
敏
）

平
時
か
ら
災
害
時
に
備
え
る
地
域
に

　
中
瀬
地
区
に
は
、
約
１
，５
０
０
戸
３
，０

０
０
人
が
住
ん
で
い
ま
す
。「
中
瀬
ふ
く

し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
で
は
、
令
和
元

年
に
住
民
意
識
調
査
を
実
施
し
、
住
民
が

「
災
害
支
援
」「
子
ど
も
」
に
つ
い
て
課
題

や
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

ま
ず
は
災
害
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
課
題
と
し
て
は
、
地
区
内
に
服
部
川
が

あ
り
、
災
害
時
の
浸
水
想
定
区
域
が
指
定

避
難
所
に
も
及
ぶ
こ
と
、
区
長
が
一
時
立

ち
寄
り
所
で
住
民
の
状
況
を
把
握
し
づ
ら

い
こ
と
や
、
消
防
団
活
動
が
活
発
で
住
民

の
防
災
意
識
は
高
い
も
の
の
、
実
際
の
避

難
訓
練
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、

避
難
所
に
来
れ
ば
、
避
難
物
資
な
ど
何
で

も
用
意
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
人

も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃
か
ら
備
え

て
お
く
こ
と
で
３
日
間
は
生
き
の
び
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

■
中
瀬
地
域
住
民
自
治
協
議
会 

防
災
活
動
の
取
り
組
み
紹
介

総社市外国
人防災リー

ダーの活
躍の様子

を、

譚俊偉さん
からご紹

介

いただきま
した。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
え
た
一
番
の
不
安
「
災
害
時
へ
の
備
え
」
に
対
す
る
、
対
策
の
展
開

　
中
瀬
地
区
で
は
、
平
成
25
年
に
地
区

で
配
布
し
て
以
降
、
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
と
し
て
、
見
守
り
支
援
が
必
要

な
方
に
、
緊
急
時
に
備
え
て
の
医
療
情

報
キ
ッ
ト
「
わ
た
し
の
安
心
シ
ー
ト
」

の
更
新
を
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
訪
問
時
に
、
緊
急
連
絡
先
や
医
療
情

報
に
変
更
が
あ
っ
た
時
の
更
新
の
記
入

支
援
や
、
保
管
場
所
は
冷
蔵
庫
で
あ
る

こ
と
、
冷
蔵
庫
の
扉
の
前
に
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
な
ど
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

　
他
県
で
の
災
害
対
策
へ
の
視
察
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
て
、
地
区
運
動
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
車
い
す
リ
レ
ー
を
導
入
し
ま

し

た
。
地

区
在
住
の

福
祉
関
係

者
か
ら
車

い
す
の
操

作
や
介
助

方
法
等
を

学
ぶ
な
ど
、

無
理
な
く

体
験
で
き

る
仕
組
み

を
取
り
入

れ
て
い
ま

す
。

　
地
区
内
で
生
活
物
資
や
災
害
時
に
支
援
協

力
い
た
だ
け
る
企
業
が
、
所
在
し
て
い
る
区

と
災
害
支
援
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
身
近

な
地
域
で
の
備
え
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
作
成
予
定
の
「
避
難
所
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
向
け
て
の
避
難
所
運
営

の
イ
メ
ー
ジ
共
有
と
し
て
、
自
治
協
の

生
活
部
会
や
区
長
、
消
防
団
が
、
避
難

者
へ
の
対
応
や
避
難
所
内
で
直
面
す
る

問
題
の
想
定
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
活
動
に
防
災
の
視
点
を

生
活
課
題
の
把
握
や
対
策
活
動
を
支
援

訓練の様子の
写真があれば
お願いします。

　
各
区
で
要
支
援
者
の
避
難
誘
導
や
、

災
害
活
動
や
支
援
物
資
の
搬
送
な
ど
共

助
の
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、

各
区
の
公
民
館
に
、
担
架
や
リ
ヤ
カ
ー

な
ど
の
災
害
時
備

蓄
品
を
配
備
し
ま

し
た
。
実
際
に
、

リ
ヤ
カ
ー
に
人
を

乗
せ
て
訓
練
す
る

地
区
も
あ
り
ま

す
。

　
他
地
区
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
緊

急
医
療
キ
ッ
ト
の
情
報
を
互
助
・
共
助

の
活
動
に
繋
げ
る
た
め
に
、「
防
災
・
わ

が
家
の
安
心
シ
ー
ト
」
に
よ
る
世
帯
状

況
の
把
握
を
は
じ
め
ま
し
た
。
シ
ー
ト

に
は
既
往
歴
や
常
用

薬
、
支
援
に
必
要
な

情
報
な
ど
が
書
き
込

め
、
区
長
と
自
治
協

が
１
部
ず
つ
適
切
に

保
管
し
て
い
ま
す
。

各
区
で
の
災
害
時
支
援
協
定

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に

つ
な
げ
る
た
め
の
想
定
訓
練

地
域
行
事
に
防
災
視
点
を
プ
ラ
ス

避
難
誘
導
を
ス
ム
ー
ズ
に

災
害
時
、
避
難
行
動
に
必
要
な

支
援
情
報
を
地
域
内
で
共
有

防
災
情
報
や
避
難
行
動

要
支
援
者
を
マ
ッ
プ
上
で
確
認

　
区
単
位
で
自
治
協
の
生
活
部
会
と
消

防
団
が
協
力
し
て
、防
災
情
報
や
支
援
が

必
要
な
人
の
避
難
支
援
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
危
険
箇
所
、
避
難
経
路
、

避
難
場
所
、
要
支
援
者
の
情
報
等
を
地

図
上
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ

と
い
う
時
の
行
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
す
。
令
和
３
年
か
ら
は
、「
防
災
・
わ

が
家
の
安
心
シ
ー
ト
」
の
情
報
を
も
と

に
作
成
し
、
シ
ー
ト
と
共
に
３
年
毎
に

更
新
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
自
治
協
の
生
活
部
会
や
区
長
と
消
防
団

で
、
避
難
所
の
運
営
や
、
避
難
者
対
応
の
模

擬
体
験
を
す
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

「
猫
と
一
緒
に
避
難
」「
遠
方
か
ら
来
た
観
光

客
」
な
ど
の
避
難
者
情
報
を
書
い
た
カ
ー
ド

へ
の
対
応
を
、
メ
ン
バ
ー
で
協
議
し
な
が
ら

工
夫
し
て
避
難
所
平
面
図
に
配
置
し
ま
し
た
。

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」

・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
設
置
体
験

❺災害

万
が
一
の
、
緊
急
時
に
備
え
る

自
助
の
取
り
組
み
を
支
援
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く
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今
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や
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消
防
団
が
、
避
難

者
へ
の
対
応
や
避
難
所
内
で
直
面
す
る

問
題
の
想
定
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
活
動
に
防
災
の
視
点
を

生
活
課
題
の
把
握
や
対
策
活
動
を
支
援

訓練の様子の
写真があれば
お願いします。

　
各
区
で
要
支
援
者
の
避
難
誘
導
や
、

災
害
活
動
や
支
援
物
資
の
搬
送
な
ど
共

助
の
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
、

各
区
の
公
民
館
に
、
担
架
や
リ
ヤ
カ
ー

な
ど
の
災
害
時
備

蓄
品
を
配
備
し
ま

し
た
。
実
際
に
、

リ
ヤ
カ
ー
に
人
を

乗
せ
て
訓
練
す
る

地
区
も
あ
り
ま

す
。

　
他
地
区
の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
緊

急
医
療
キ
ッ
ト
の
情
報
を
互
助
・
共
助

の
活
動
に
繋
げ
る
た
め
に
、「
防
災
・
わ

が
家
の
安
心
シ
ー
ト
」
に
よ
る
世
帯
状

況
の
把
握
を
は
じ
め
ま
し
た
。
シ
ー
ト

に
は
既
往
歴
や
常
用

薬
、
支
援
に
必
要
な

情
報
な
ど
が
書
き
込

め
、
区
長
と
自
治
協

が
１
部
ず
つ
適
切
に

保
管
し
て
い
ま
す
。

各
区
で
の
災
害
時
支
援
協
定

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
に

つ
な
げ
る
た
め
の
想
定
訓
練

地
域
行
事
に
防
災
視
点
を
プ
ラ
ス

避
難
誘
導
を
ス
ム
ー
ズ
に

災
害
時
、
避
難
行
動
に
必
要
な

支
援
情
報
を
地
域
内
で
共
有

防
災
情
報
や
避
難
行
動

要
支
援
者
を
マ
ッ
プ
上
で
確
認

　
区
単
位
で
自
治
協
の
生
活
部
会
と
消

防
団
が
協
力
し
て
、防
災
情
報
や
支
援
が

必
要
な
人
の
避
難
支
援
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
危
険
箇
所
、
避
難
経
路
、

避
難
場
所
、
要
支
援
者
の
情
報
等
を
地

図
上
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ

と
い
う
時
の
行
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

ま
す
。
令
和
３
年
か
ら
は
、「
防
災
・
わ

が
家
の
安
心
シ
ー
ト
」
の
情
報
を
も
と

に
作
成
し
、
シ
ー
ト
と
共
に
３
年
毎
に

更
新
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
自
治
協
の
生
活
部
会
や
区
長
と
消
防
団

で
、
避
難
所
の
運
営
や
、
避
難
者
対
応
の
模

擬
体
験
を
す
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

「
猫
と
一
緒
に
避
難
」「
遠
方
か
ら
来
た
観
光

客
」
な
ど
の
避
難
者
情
報
を
書
い
た
カ
ー
ド

へ
の
対
応
を
、
メ
ン
バ
ー
で
協
議
し
な
が
ら

工
夫
し
て
避
難
所
平
面
図
に
配
置
し
ま
し
た
。

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」

・
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
設
置
体
験

❺災害

万
が
一
の
、
緊
急
時
に
備
え
る

自
助
の
取
り
組
み
を
支
援
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助成対象事業

❶活動備品購入事業
団体の基盤強化を図るための
器具備品の購入助成
▶助成基準額／ 15万円以内
※一般普及備品や防災・社協貸出対応
備品は不可、設置場所により半額助成
など別途基準あり。

❷研修・学習活動推進事業
団体の研修及び学習活動の福祉
教育推進のための講師謝礼並び
に交通費に関する助成
▶助成基準額／講師謝金・交通
費 それぞれ３万円以内

❸地域交流支援事業
地域の交流を推進し、活性化さ
せるために必要な交流事業に対
する一部助成
▶助成基準額／講師謝金もしくは
会場及び機材使用料 ３万円以内

社協は、身近な地域の居場所づくりを支援します。

あ
な
た
も
、ま

ちも
、いきいき！！
ふれあい・いきいきサロン

◆いきいきサロン
高齢者や障がい者
が集まり、ふれあ
い交流を図る場づ
くり

◆コミュニティカフェ
地域の集いの場、
話の場づくり

◆子育てサロン
未就学児とその親
が共に参加し交
流・相談活動を行
う場づくり

◆子どもの居場所
地域で子どもを
見守り、育てて
いく場づくり

●実施会場／公民館、市民センター、学校の空き教室や個人宅等多様な形態を認め、地域の実情に応じ
て、参加者の集まりやすい場所を利用して実施

●開催頻度／月1回程度実施（最低年間8回開催は必要）。
　　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止への対応として、少人数、屋外サロン、電話、訪問型

サロン、広報発行、オンラインなど工夫しての実施も可
●参加者／概ね1回あたり5人以上
●申請期間／4月14日（金）までに、助成金交付申請書・実施計画書・収支予算書を、伊賀市社協へ提出

ふれあい・いきいきサロンは、住民自治協議会、地区社協、自治会、ボランティア、当事者組織等、地域
住民が主体となり、地域の福祉コミュニティづくりとして行う地域の居場所づくりです。

お問合せ・お申し込み先　伊賀市社会福祉協議会 各地域センター 

配分事業募集令和 5 年度

助成対象団体
地域福祉に取り組む当事者組織、ボランティア・市民活
動団体 、地域団体（住民自治協議会、自治会等）
※繰越金が助成基準額を超えている団体は対象外

助成金交付の申込
交付申請書に必要書類を添付して、令和5年４月28日（金）
までに、伊賀市社協各地域センターまで提出してください。
要綱および申請書は、伊賀市社協ホームページよりダウン
ロード可。 
伊賀市共同募金委員会審査委員会で審査の上、配分金の
実績に応じて助成額を調整して決定します。

❷認知症❷認知症❶孤立 (孤独 )
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助成対象事業

❶活動備品購入事業
団体の基盤強化を図るための
器具備品の購入助成
▶助成基準額／ 15万円以内
※一般普及備品や防災・社協貸出対応
備品は不可、設置場所により半額助成
など別途基準あり。

❷研修・学習活動推進事業
団体の研修及び学習活動の福祉
教育推進のための講師謝礼並び
に交通費に関する助成
▶助成基準額／講師謝金・交通
費 それぞれ３万円以内

❸地域交流支援事業
地域の交流を推進し、活性化さ
せるために必要な交流事業に対
する一部助成
▶助成基準額／講師謝金もしくは
会場及び機材使用料 ３万円以内

社協は、身近な地域の居場所づくりを支援します。

あ
な
た
も
、ま

ちも
、いきいき！！

ふれあい・いきいきサロン

◆いきいきサロン
高齢者や障がい者
が集まり、ふれあ
い交流を図る場づ
くり

◆コミュニティカフェ
地域の集いの場、
話の場づくり

◆子育てサロン
未就学児とその親
が共に参加し交
流・相談活動を行
う場づくり

◆子どもの居場所
地域で子どもを
見守り、育てて
いく場づくり

●実施会場／公民館、市民センター、学校の空き教室や個人宅等多様な形態を認め、地域の実情に応じ
て、参加者の集まりやすい場所を利用して実施

●開催頻度／月1回程度実施（最低年間8回開催は必要）。
　　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止への対応として、少人数、屋外サロン、電話、訪問型

サロン、広報発行、オンラインなど工夫しての実施も可
●参加者／概ね1回あたり5人以上
●申請期間／4月14日（金）までに、助成金交付申請書・実施計画書・収支予算書を、伊賀市社協へ提出

ふれあい・いきいきサロンは、住民自治協議会、地区社協、自治会、ボランティア、当事者組織等、地域
住民が主体となり、地域の福祉コミュニティづくりとして行う地域の居場所づくりです。

お問合せ・お申し込み先　伊賀市社会福祉協議会 各地域センター 

配分事業募集令和 5 年度

助成対象団体
地域福祉に取り組む当事者組織、ボランティア・市民活
動団体 、地域団体（住民自治協議会、自治会等）
※繰越金が助成基準額を超えている団体は対象外

助成金交付の申込
交付申請書に必要書類を添付して、令和5年４月28日（金）
までに、伊賀市社協各地域センターまで提出してください。
要綱および申請書は、伊賀市社協ホームページよりダウン
ロード可。 
伊賀市共同募金委員会審査委員会で審査の上、配分金の
実績に応じて助成額を調整して決定します。

❷認知症❷認知症❶孤立 (孤独 )
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●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
や
活
動
場

所
へ
の
往
復
の
途
上
の
ケ
ガ
や
損
害
な
ど
、

万
が
一
の
事
故
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。※
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録
が
必
要
。

【
対
象
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
】

　
日
本
国
内
に
お
け
る
、
自
発
的
な
意
思
に

よ
り
他
人
や
社
会
に
貢
献
す
る
無
償
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動 

※
実
費
弁
償
の
支
給
は
可　

【
年
間
保
険
料
】
基
本
プ
ラ
ン
／
３
５
０
円
、

天
災
・
地
震
補
償
プ
ラ
ン
／
５
０
０
円
、

特
定
感
染
症
重
点
プ
ラ
ン
／
５
５
０
円

【
補
償
期
間
】

　
加
入
日
の
翌
日
〜
翌
年
３
月
31
日
ま
で

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

　
地
域
福
祉
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
行
事
に
お
け
る
、
主
催
者
や
参
加
者

の
ケ
ガ
、主
催
者
の
賠
償
責
任
を
補
償
し
ま
す
。

【
加
入
で
き
る
団
体
】

福
祉
等
に
従
事
す
る
非
営
利
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
市
民
活
動
団
体

【
対
象
と
な
る
行
事
】

地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

一
環
と
し
て
国
内
で
行
わ
れ
る
各
種
行
事

【
補
償
金
額
と
保
険
料
】

行
事
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
込
先
】

　
伊
賀
市
社
協 

各
地
域
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
用
保
険

●令和 5年度 第1期講習 !!
●定員30名(定員になり次第締切)

※申込用紙は伊賀市社協各地域センター窓口設置または
　FAXで送付、伊賀市社協HPからダウンロード可

伊賀市・名張市在住在勤の方 10,000 円
その他の方 12,000 円
いが移動送迎連絡会事務局（伊賀市社協内）
☎33-0064・FAX21-8123

「移動・送迎サービス運転協力者講習」 
「セダン講習」受講者募集！！

国土交
通

大臣認
定

❻移動困難

受講料
（資料代を含む）

申込・
問い合わせ先

令和 5年 5 月13 日（土）・14日（日）8:30～17:30  
いがまち保健福祉センター「愛の里」（伊賀市愛田 513）

２日間の受講
が必要です

　
「
愛
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
お
よ
び

「
地
域
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
岳
の
里
」
は
、

令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
介
護
保
険
事

業
と
し
て
の
通
所
介
護
事
業
を
終
了
い
た
し
ま

す
。
愛
の
里
は
、
平
成
９
年
よ
り
い
が
ま
ち
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
お
い
て
、
い
が
ま
ち
地

域
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
な
拠
点
と

し
て
事
業
を
展
開
し
、
岳
の
里
は
、
平
成
28
年

４
月
よ
り
開
所
し
地
域
密
着
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
利
用
者
や
ご
家
族
に
親
し
ま
れ
て
参
り

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
、
職
員
確
保
が
困
難
な

ど
の
や
む
を
え
な
い
事
情
や
設
備
の
老
朽
化
な

ど
に
伴
い
、
介
護
保
険
の
事
業
は
終
了
に
至
り

ま
し
た
。

　
社
協
と
し
て
、
周
辺
の
他
事
業
所
や
社
協
の

事
業
所
な
ど
へ
移
管
を
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
岳
の
里
で
は
、
４
月
以
降
も
地
域

生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
食

事
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
新
た
な
事
業
に

移
行
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

施
設
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ

く
方
に
は
、
社
協
と
し
て
終
了
後
も
お
悩
み
や

ご
相
談
を
お
受
け
す
る
体
制
を
取
り
、
精
い
っ

ぱ
い
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
地
域
の
み

な
さ
ま
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
々
に
、
心

か
ら
の
感
謝
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
長
年

の
ご
愛
顧
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

  

社
会
福
祉
法
人 

伊
賀
市
社
会
福
祉
協
議
会

令
和
５
年
４
月
１
日
付
（
課
長
級
以
上
）

　
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
―　
福
永 

悦
子

　
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
総
務
課
長 

　
　
内
田 

崇
之

　
業
務
課
長　
山
邊 

佳
世
子

　
福
祉
・
保
育
の
仕
事
に
興
味
の
あ

る
方
、
就
労
を
お
考
え
の
方
「
ど
ん

な
お
仕
事
？
」「
資
格
や
取
得
方
法

は
？
」「
求
人
情
報
を
知
り
た
い
」
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
優
先
）

【
日
時
】
毎
月 

第
三
月
曜
日 

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

（
４
月
17
日
、
５
月
15
日
、
６
月
19
日
、

７
月
24
日
※
、
８
月
21
日
、
９
月
25
日

※
、
10
月
16
日
、
11
月
20
日
、
12
月
18

日
、１
月
15
日
、２
月
19
日
、３
月
18
日
）

※
は
第
四
月
曜

【
場
所
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
賀

　
　
四
十
九
町
３
０
７
４
ー
２

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
三
重
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎︎
０
５
９
ー
２
２
４
ー
１
０
８
２

伊
賀
市
社
協

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

福
祉･

保
育
の
お
し
ご
と
相
談

伊
賀
市
社
協 

通
所
介
護
事
業
所

終
了
の
お
知
ら
せ



赤い羽根共同募金実績内訳令和４年度 募金実績

　令和 4 年度「赤い羽根共同募金運動」並びに、「歳末たすけあい
募金運動」に、市民のみなさまのあたたかいご理解ご協力をいた
だきましたことを、厚く御礼申し上げます。
　ご協力いただいた募金は、一旦三重県共同募金会に集められ、
社会福祉協議会をはじめ、福祉施設、ボランティア団体等に配分
され、さまざまな福祉活動の財源として活用されます。
　また、歳末たすけあい募金は、社会福祉協議会を通じて、令和４
年度の年末年始の食事サービスや世代間交流事業、歳末見舞品等に
活用させていただきました。誠にありがとうございました。
　　　 三重県共同募金会伊賀市共同募金委員会　会長　松井 謙二

赤い羽根共同募金
歳末たすけあい募金
実績報告

その他 104,607円
（UMOU、ガチャガチャ、
啓発グッズ、自動販売機など)

イベント募金 220,355円
学校募金  177,032円

総合計
11,184,493円

職域募金
1,185,686円

赤い羽根    
共同募金    
6,815,708円  
937,347円  
381,194円  
958,866円  
1,309,543円  
781,835円  

11,184,493円 

歳末たすけあい 
募 金      

4,346,515円 
653,850円 
224,750円 
565,350円 
372,350円 
663,840円 
6,826,655円

上 野
伊 賀
島ヶ原
阿 山
大山田
青 山
合 計

戸別募金
6,869,576円

法人募金
1,543,045円

三重県共同募金会 伊賀市共同募金委員会からのお知らせ

令和 4年度

街頭募金327,280円
個人募金 756,912円
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広告

持病は？
家族や連絡先は？

この事業は、社協会費が一部活用されています。

冷蔵庫に

入っていま
すか？

「わたしの
安心シート

」

　伊賀市社協では、冷蔵庫に保管し、もしもの時にあなたや
ご家族の命をすばやく救うための情報ツール『わたしの安心
シート』の利用をお勧めしています。
　伊賀市消防本部でも、救急出動の際には『安心シート』の
有無を必ず確認していただけるほど、広く浸透してきました。
しかし、せっかく冷蔵庫の中からシートを取り出しても、中
身が記入されておらず白紙のままであったり、連絡のつく人
の携帯電話番号が現在使われていなかったりといった、残念
な事案もあるようです。
　春は進学や就職、転勤などで生活環境が大きく変わる季節
です。もう一度、あなたの『安心シート』を点検してみては
いかがでしょうか・・・

★安心シートは、社協の各窓口でお渡
しできます。
★シートには、緊急時に連絡がつく人
（できれば２人以上）の電話番号と、
お薬情報、現在かかりつけの病院名
等をご記入ください。
★『安心シート』を冷蔵庫に入れた後、
忘れずに扉にステッカーを貼り、
「万一の際に開けて確認してほしい」
という、意思表示をお願いします。

「わたしの安心シート」は、あなたの医療情報をまとめ、
容器に入れて冷蔵庫に保管し、万一の救急時に備えるものです。

伊賀市社協   わたしの安心シート
※わたしの安心シートは、
伊賀市社協ホームページから
ダウンロードできます。 

★おねがい★  「安心シート」
を冷蔵庫に入れたら、扉部分に
ステッカーを貼ってください。
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サポステ出張相談（ハローワーク伊賀）
4 月18日 火 13:00～16:00

☎＆FAX／0595-22-0039 　 iga-saposute@npo-en.or.jp
伊賀市上野丸之内500 ハイトピア伊賀３階
■開所日／月～金 9:00～17:00  (17時以降、土・日・祝も対応)

●15～49歳までの、働きたい悩みを抱えている
　人と、その家族を支援しています。

サポステは「働くことに悩み」を抱えてい
る15～49歳までの方にじっくりと向き合
い、就労に向けたサポートをする厚生労働
省委託の支援機関です。毎年、多くの若者
からの相談を受け、仕事につないでいます。

「はじめよう！新しい自分」

サポステはあなたの「働く」を応援します

専門職が相談に応じます

専門職が
相談に応じます

キャリアコンサルタント、臨床心理士、
産業カウンセラーなどがお聴きします。
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いわ  な  やすたけ　

岩名 泰岳さん
(35 歳）
島ヶ原在住

   いがまち「サロン交流会」
   メンバー数／ 36 名
   場所／西柘植市民センター
　開催頻度／年１回

 

●この広報誌は、社協会費、有料広告費等により発行しております。  No.205 4 月号　8
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〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)5866 ／ FAX0595(26)0002
〒518-0829　平野山之下380番地5 伊賀市総合福祉会館 1階
☎0595(21)1112／ FAX0595(21)8123
〒519-1413　愛田 513番地 いがまち保健福祉センター「愛の里」
☎0595(45)1012／ FAX0595(45)1050
〒519-1711　島ヶ原 4743番地 島ヶ原福祉センター「清流」
☎0595(59)3132／ FAX0595(59)3145
〒518-1313　馬場 1128番地の 1 阿山保健福祉センター
☎0595(43)1854／ FAX0595(43)1577
〒518-1422　平田 656番地の 1 大山田福祉センター
☎0595(47)0780／ FAX0595(46)1165
〒518-0226　阿保 1988の 1番地 青山福祉センター
☎0595(52)2999／ FAX0595(52)3555

編集・発行　

上　野

いがまち

島ヶ原

阿　山

大山田

青　山

地
域
セ
ン
タ
ー

本　部

No.191

86,976人 (−163人)
29,264人 (−60人) 
    33.6％ (−0.1％)
15,930人 (＋27人)
    18.3％ (±0％)
  6,149人 (−47人)

数字で見る伊賀市の福祉 令和5年2月末現在 (前月比)

　

表
紙
の
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
、
地
域
に
応
じ
た
つ
な

が
り
づ
く
り
や
、
参
加
・
交
流
・
学

び
の
機
会
を
生
み
出
す
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
行
う
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
で

す
。６
拠
点
に
13
人
配
置
し
て
お
り
、

各
担
当
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
次
号

以
降
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

No.200

●活動を始めたきっかけ
　ドイツで美術を学んで帰国し、地元に根差した活動がしたいと考
え、島ヶ原に拠点を定めました。平成 25 年、同級生や同世代の若
者が集まり、『芸術＋地元』をコンセプトに何かできないかと結成
したのが蜜ノ木です。
●活動内容
　蜜ノ木の画家として展覧会を主催し、島ヶ原を題材に描いた作品
の展示とともに歴史を紐解く古い書物などを展示したり、既存のプロ
ジェクトと一緒にイベントやマルシェに参加してきました。平成 27 年
からは、1200 年以上親しまれてきた“春を呼ぶ”と伝わる行事、正
月堂「修正会」に蜜ノ木講として毎年参画しています。今年３年ぶり
に行われた祭事では、直接会って触れ合う楽しさを実感しました。
●今後の抱負
　伝統を守りつつ、新しい時代に合った場を創り出していきたいで
す。この10年でメンバーも入れ替わるなか、若い人や里帰りした人、
県外から興味を持って来てくれる人も参加しやすい場になればいい
ですね。自然豊かな環境で活動に参加してもらうことが貴重な体験
となり、継承の一助になればと思っています。

　いがまち地域では、年に 1 回「サロン交流会」と銘打って
サロン運営者を対象に、楽しいレクリエーションやゲームの紹介や
進め方など講師を招いて開催しています。
　今年度は、サロンの運営に深くかかわっている民生委員児童委員
の改選の年度でもあり、新たに代表となった方の参加が多く見受け
られました。
　最初は、伊賀市地域包括支援センターの保健師による講義でした。
サロンには参加者も運営スタッフも元気にする効果があること、ま
た地域の見守りやつながりにも大きな役割があることを改めて学び
ました。後半の、伊賀市レクリエーション協会の稲森講師によるレ
クネタの紹介と実践では、簡単な準備物を使うだけで、こんなに大
笑いできるのかと思うほど盛り上がる楽しいひと時となりました。
パワーアップした参加者の皆さん、この後はそれぞれの地域で気持
ちも新たに頑張る、とおっしゃっていました。

我ら！ふくし
レンジャー

伊賀市の人口　　  ▶
65歳以上の高齢者 ▶
　高齢化率　　　  ▶
75歳以上の高齢者   ▶
　後期高齢化率　    ▶
介護保険認定者数    ▶

※伊賀市の人口、65 歳以上の高齢者及び高齢化率、※伊賀市の人口、65 歳以上の高齢者及び高齢化率、
75 歳以上の高齢者及び後期高齢化率には、外国人75 歳以上の高齢者及び後期高齢化率には、外国人
住民を含めています。住民を含めています。

※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を、後期※ 75 歳以上の高齢者の全人口に占める割合を、後期
高齢化率と表記しています。高齢化率と表記しています。

※介護保険認定者数は要支援・要介護認※介護保険認定者数は要支援・要介護認定者数です。定者数です。


